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特  集
蔡英文政権の成立と
台湾政治の今後

　

国
民
党
の
馬
英
九
政
権
時
代
、
中
国

と
台
湾
の
関
係
（
以
下
、
中
台
関
係
）

は
政
府
間
関
係
に
近
づ
い
た
。
民
進
党

の
蔡
英
文
総
統
も
中
台
関
係
を
維
持
す

る
た
め
、「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ

ス
」
を
尊
重
す
る
と
表
明
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
中
国
は
蔡
英
文
総
統
が
同
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
完
全
に
受
け
入
れ
て
い

な
い
と
批
判
し
、
対
話
を
中
断
し
た
。

し
か
し
、
双
方
は
対
話
を
断
念
せ
ず
、

同
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
扱
い
を
巡
っ
て
駆

け
引
き
を
続
け
て
い
る
。
な
お
、
本
稿

は
本
誌
六
月
号
の
拙
稿（
参
考
文
献
①
）

の
続
編
で
も
あ
る
。

●�

「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ

ス
」
を
巡
る
中
国
の
変
化

　
「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
は

台
湾
の
国
民
党
政
権
と
中
国
に
よ
る
対

話
の
前
提
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
名
前
は
李
登
輝
政
権
最
後
の

大
陸
委
員
会
主
任
委
員
だ
っ
た
蘇
起

（
馬
英
九
政
権
最
初
の
国
家
安
全
会
議

秘
書
長
）
が
二
〇
〇
〇
年
に
民
進
党
の

陳
水
扁
政
権
へ
の
引
継
の
際
に
初
め
て

用
い
、
国
民
党
政
権
の
対
中
国
政
策
の

有
効
性
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
の

原
型
は
、
双
方
の
国
号
が
記
載
さ
れ
た

公
文
書
を
互
い
に
受
け
入
れ
る
と
し
た

窓
口
機
関
（
台
湾
の
海
峡
交
流
基
金
会

と
中
国
の
海
峡
関
係
協
会
、
い
わ
ゆ
る

「
両
会
」）
の
合
意
に
あ
る
。
そ
の
際
、

口
頭
で
双
方
の
関
係
に
関
し
て
「
一
個

中
国
、
各
自
表
述
」（
一
つ
の
中
国
、

そ
れ
ぞ
れ
が
﹇
自
ら
の
表
現
で
﹈
表
明

す
る
）
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
国
民
党

は
こ
れ
を
中
台
間
の
暗
黙
の
合
意
に
と

ど
め
ず
、
国
際
社
会
に
お
け
る
台
湾
の

地
位
を
中
国
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
を
目

論
ん
だ
。

　

中
国
は
李
登
輝
総
統
を
隠
れ
独
立
派

で
あ
る
と
警
戒
し
、「
二
つ
の
中
国
」「
台

湾
は
既
に
独
立
国
家
」（
独
立
台
湾
）

な
ど
の
考
え
方
が
勢
い
づ
く
こ
と
を
恐

れ
て
お
り
、
国
民
党
に
よ
る
「
一
個
中

国
、
各
自
表
述
」
の
拡
大
解
釈
を
牽
制

し
た
。
し
か
し
、
台
湾
で
は
二
〇
〇
〇

年
に
民
進
党
政
権
が
発
足
し
た
一
方
、

国
民
党
で
は
連
戦
党
主
席
が
就
任
し
、

李
登
輝
路
線
と
決
別
し
は
じ
め
た
。
そ

こ
で
、
中
国
は
連
戦
国
民
党
主
席
に
接

近
し
、
二
〇
〇
五
年
の
連
戦
訪
中
時
に

「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
の
存

在
を
認
め
た
。
た
だ
し
、
中
国
は
そ
の

内
容
を
「
一
つ
の
中
国
」
と
し
、
中
台

の
公
式
対
話
で
は
「
各
自
表
述
」（
そ

れ
ぞ
れ
が
表
明
）
を
認
め
て
い
な
い
。

●�
「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ

ス
」
に
裏
切
ら
れ
た
民
進
党

　

民
進
党
の
陳
水
扁
総
統
は
当
初
、
蘇

起
の
説
明
や
中
国
と
の
対
話
を
促
す
ア

メ
リ
カ
の
要
望
を
受
け
入
れ
、「
未
来

に
お
け
る
一
つ
の
中
国
」
や
中
台
間
の

「
統
合
」
に
言
及
し
、
中
国
側
に
善
意

竹
内 

孝
之

「一九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
を

巡
る
駆
け
引
き

を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
が
陳
水

扁
政
権
と
の
対
話
を
拒
絶
し
続
け
た
た

め
、
同
政
権
や
民
進
党
は
「
一
九
九
二

年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
は
存
在
し
な
い
か
、

「『
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
』
と
い
う
コ

ン
セ
ン
サ
ス
だ
」
と
批
判
し
は
じ
め
た
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
の
二
度
目
の
政

権
交
代
後
は
、
国
民
党
の
馬
英
九
総
統

が
中
国
に
配
慮
し
、「
中
台
関
係
は
国

と
国
で
な
く
、
地
区
と
地
区
の
関
係
」

と
述
べ
た
。
そ
の
た
め
、
民
進
党
を
含

め
た
台
湾
本
土
派
は
「
一
九
九
二
年
コ

ン
セ
ン
サ
ス
」
が
中
国
の
い
う
「
一
つ

の
中
国
原
則
」
と
同
じ
で
、
台
湾
の
地

位
を
貶
め
る
と
危
惧
し
た
。

　

と
は
い
え
、
馬
英
九
政
権
は
窓
口
機

関
を
通
じ
て
中
国
と
多
数
の
「
両
岸
協

議
」（
条
約
と
違
い
、
批
准
が
不
要
）

を
締
結
し
た
ほ
か
、
中
央
省
庁
の
直
接

接
触
や
閣
僚
会
談
、
首
脳
会
談
も
実
現

し
、
中
台
関
係
は
政
府
間
関
係
に
大
き

く
近
づ
い
た
。
ま
た
、
中
国
の
妨
害
が

減
っ
た
こ
と
で
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と

の
関
係
も
進
展
し
、世
界
保
健
機
構（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
へ
の
部
分
参
加
も
実
現
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
民
進
党
は
政
権
奪
還
後

も
中
台
関
係
を
維
持
す
る
必
要
も
あ
る

と
考
え
、
蘇
貞
昌
主
席
の
も
と
で
対
中

国
政
策
の
修
正
を
模
索
し
た
。謝
長
廷
・

元
同
党
主
席
・
元
行
政
院
長
（
現
在
の

駐
日
代
表
）
も
「
中
華
民
国
憲
法
に
あ
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る
『
一
つ
の
中
国
』」（
憲
法
一
中
）
を

提
案
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
馬
英

九
政
権
が
中
国
と
結
ん
だ
「
両
岸
サ
ー

ビ
ス
貿
易
協
定
」
の
発
効
を
阻
止
し
た

「
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
」（
二
〇
一
四
年

三
～
四
月
）
で
歯
止
め
が
か
か
り
、
蘇

貞
昌
主
席
も
退
任
表
明
し
た
。

　

同
年
五
月
の
民
進
党
主
席
選
挙
で
は
、

蔡
英
文
が
党
主
席
に
返
り
咲
い
た
。
蔡

英
文
主
席
は
当
初
、
反
中
感
情
の
強
い

世
論
と
、「『
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ

ス
』
な
し
に
中
台
関
係
の
維
持
は
で
き

な
い
」
と
批
判
す
る
国
民
党
と
の
板
挟

み
を
恐
れ
、
対
中
国
政
策
の
公
約
を
明

文
化
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
総
統
選

挙
で
の
勝
利
を
確
信
し
た
後
の
テ
レ
ビ

討
論
会
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
）、
総

統
選
挙
当
選
後
（
二
〇
一
六
年
一
月
）、

就
任
演
説
（
五
月
二
〇
日
）
の
三
回
に

わ
た
り
、「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
尊
重
す
る
」
と
述
べ
た
。

●�

対
話
「
中
断
」
宣
言
の
裏
表

　

中
国
は
蔡
英
文
総
統
の
就
任
演
説
の

直
後
、「
未
完
成
の
回
答
で
あ
る
。
曖

昧
さ
を
残
す
べ
き
で
な
い
」
と
批
判
し
、

六
月
二
五
日
に
は「
中
台
対
話
の
中
断
」

を
宣
言
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
中

国
が
本
当
に
対
話
を
断
念
し
た
こ
と
を

意
味
し
な
い
。
中
国
側
は
国
際
電
話
を

用
い
て
中
国
人
か
ら
金
銭
を
略
取
す
る

詐
欺
集
団
に
台
湾
人
も
多
い
こ
と
に
着

目
し
、
ケ
ニ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
台

湾
人
容
疑
者
の
身
柄
を
確
保
し
た
。
中

国
は
馬
英
九
政
権
の
任
期
切
れ
直
前
ま

で
台
湾
人
容
疑
者
に
関
す
る
協
議
に
応

じ
た
が
、
蔡
英
文
政
権
発
足
後
に
中
断

し
た
。
そ
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
台

湾
人
詐
欺
容
疑
者
を
確
保
し
た
直
後
に

対
話
「
中
断
」
を
宣
言
し
た
。
つ
ま
り
、

中
国
は
人
質
を
と
っ
て
、
蔡
英
文
政
権

に
「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
の

完
全
受
け
入
れ
を
迫
っ
た
。

　

そ
の
後
も
最
小
限
の
連
絡
ル
ー
ト
は

確
保
さ
れ
て
い
る
。
中
国
人
観
光
客
二

六
人
が
死
亡
し
た
台
湾
の
バ
ス
炎
上
事

故
（
七
月
一
九
日
）
後
、
中
国
は
国
家

旅
遊
局
の
劉
克
智
港
澳
台
司
副
司
長
を

「
海
峡
両
岸
旅
遊
（
旅
行
）
交
流
協
会
」

秘
書
長
の
肩
書
で
派
遣
し
た
。

　

ま
た
、
政
権
交
代
後
の
中
台
関
係
の

試
金
石
と
し
て
、
台
北
市
と
上
海
市
に

よ
る
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
継
続
が
注
目

さ
れ
た
。
台
北
市
は
二
〇
一
四
年
末
の

統
一
地
方
選
挙
で
、
国
政
よ
り
早
く
、

国
民
党
か
ら
民
進
党
推
薦
・
無
所
属
の

柯
文
哲
市
長
へ
の
「
政
権
交
代
」
が
実

現
し
た
。
二
〇
一
五
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
柯
文
哲
市
長
が
「
一
九
九
二
年
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
理
解
し
、
尊
重
す
る
」
と

述
べ
、
そ
の
継
続
と
柯
文
哲
市
長
の
上

海
訪
問
が
実
現
し
た
。
し
か
し
、
台
北

に
お
け
る
二
〇
一
六
年
八
月
の
開
催
分

で
は
、
上
海
側
は
市
長
が
欠
席
し
、
共

産
党
上
海
委
員
会
の
沙
海
林
統
一
戦
線

工
作
部
長
が
代
理
出
席
し
た
。
通
常
は

副
市
長
が
代
理
と
な
る
は
ず
で
、
こ
の

人
選
は
異
例
で
あ
っ
た
。
中
国
側
は
柯

文
哲
市
長
の
譲
歩
に
ま
だ
不
満
な
様
子

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
都
市
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
蔡

英
文
政
権
発
足
後
も
中
国
側
高
官
の
来

訪
は
途
切
れ
て
い
な
い
。

●�

今
後
の
見
通
し

　

蔡
英
文
政
権
、
中
国
と
も
に
追
加
譲

歩
は
困
難
で
あ
る
。台
湾
の
世
論
は「
一

九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
問
題
で
中

国
に
譲
歩
す
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
な

い
。
そ
れ
で
も
、
双
方
は
既
存
の
「
両

岸
協
議
」
を
維
持
す
る
と
表
明
し
て
お

り
、
必
要
な
最
低
限
の
関
係
を
継
続
す

る
と
思
わ
れ
る
。

　

蔡
英
文
政
権
へ
の
支
持
率
は
就
任
後

ま
も
な
く
低
下
し
た
が
、
立
法
院
で
は

民
進
党
が
過
半
数
議
席
を
握
り
、
国
民

党
の
不
正
資
産
を
清
算
す
る
法
律
も
制

定
し
た
。
ま
た
、
国
民
党
の
支
持
も
低

迷
が
続
い
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
に
洪

秀
柱
国
民
党
主
席
の
任
期
が
切
れ
る
が
、

資
産
を
失
い
、
選
挙
資
金
が
不
足
す
れ

ば
、
新
た
な
党
主
席
が
就
任
し
て
も
党

勢
回
復
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
状
況
で

は
中
国
が
陳
水
扁
政
権
時
代
と
同
様
、

国
民
党
と
の
蜜
月
さ
を
演
出
す
る
メ
リ

ッ
ト
は
小
さ
い
。
柯
文
哲
台
北
市
長
に

対
し
て「
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」

を
巡
る
駆
け
引
き
を
続
け
た
の
も
、
そ

の
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

中
国
は
蔡
英
文
政
権
に
「
一
九
九
二

年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
の
完
全
な
受
け
入

れ
を
迫
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
民
進
党

か
ら
み
れ
ば
「
各
自
表
述
」
を
認
め
な

い
中
国
側
こ
そ
、
同
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

違
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
中
台
の
正

式
な
対
話
再
開
に
は
、
こ
う
し
た
矛
盾

を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
た
け
う
ち　

た
か
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所　

東
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー

プ
）

《
参
考
文
献
》

① 

竹
内
孝
之
「
蔡
英
文
政
権
の
登
場
と

中
台
関
係
の
展
望
」『
ア
ジ
研
ワ
ー

ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
、
二
〇
一
六
年
六
月
号
。

「魚釣台（尖閣諸島）は中華民国のも
の」と主張する台北市のポスター。
なお、当時の市長は国民党の郝龍斌
（2012 年 10 月 20 日、筆者撮影）
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